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4　ま　　と　　め

以上の結果から有限伸育型品種と無限伸育型品種の

間にみられる粒大偏差の関係を要約すると，第1～5

回に示したとおり，有限伸育型品種は品種内の粒大偏

差が無限伸育型品種より小さく，また品種間でみても

登熟日数の長短にかかわりなく粒大の偏差は無限伸育

型品種より小さいことが認められた。

なお，本報において用いられた無限伸育型の品種は

有限伸育型の品種に比べるといずれも小粒のものが多

かったため，小粒種と大粒種との問にどのような粒大

偏差の相違があるかは明らかにすることができなかっ

た。

転換畑におけるダイ　ズの多収栽培

鎌田　金英治・鈴木　金信・斉藤　洋

（秋田県農業試験場）

1　は　し　が　き

米の生産調整の緩和，休耕田の復元が問題とされて

いるが，一方，転換畑の定着化が急がれており，世界

的な穀顆不足の中でダイズを始めとした主要食糧の自

給化の方向が強く要望されている。しかしダイズを例

にしてもわかるように平均収量は依然として150毎

前後を低迷しているのが現状であり，その理由として

収益性の低さ，導入基盤の劣悪さが挙げられている。

このような現状から転換畑という比較的地力の高い

条件の中でイネに近い収益を得るための方策について

検討してきたが，ここではダイズで500晦を収量目

標として，これが達成される基盤，技術条件などにつ

いて検討し一応の成果を得たのでその結果について報

告する。

第1表　　試験区の構成

収量を500極においた理由として転換畑は地力も

高く，従来からの多収例はほとんどこれらの条件の中

からでていること，また500毎収量時の所得は下記の

ようにd・7万円となりこれは米の所得4．8万円を上回

り，粗収益75万円に近ずくことがその理由である。

50口吻×90円×dO喀十40，000円＝6ス000円

（収量）（単価）（所得率）（転作奨励金）（所得）

2　試　験　方　法

この試験は大別して三つの圃場条件を利用して行っ

たものであり，水の制御できるパイプライン圃場と，

県内現地農家に依託した多収栽培法試験，更にマルチ

栽培の多肥（5割増肥）栽培からなっており，その内

容は第1表に示したとおりである。

（供試品種　ライデソ，昭47年）

試　 験　 圃　 場 圃　 場　 の　 前　 歴 供　　 試　　 条　 件

1） パイプライ ン圃場 転作 2 年 日 水分条件，地下水位 －dO，＋心土破砕，

（場内 ）

2） 県内の多収栽培

前作牧草 （ラジノ，オーチ ャード， －60，－5ロ

混播 ）

比札 転作 2 年 日 （ダイズ連作 ）

施肥量 Ⅳ2．4 P205 R 5 Ⅹ20 8ル／10 a

裁植様式 70 ×28朗 （714株／乱）

土性，秋田 沖積，比内，中仙，黒ボク

（比内，秋軋 中仙 ）

5） マルチの多肥栽培

秋田， 〝　 2 年 員 （牧草 ） 施肥量　 y 2．4　P205　鼠5　Ⅹ2 0　8．0

中 仙初年 目，（水稲 ）

転作 2 年 目，（牧草 ）

（中仙のみは 7 月 17 日 Ⅳ5．1 追肥 ）

栽培様式 標準栽培，密梅，

密植マルチ，密梅，マルチ，人工倒伏

栽培様式 11〔ヒm X SDの花×2条 800枚／ち

（場内 ） 施肥量　 N 5．°，P205 14．4，Ⅹ20 12・0
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5　試　験　結　果

1　目標達成率

収量目標を500毎とした場合の達成率と栽培条件

との関係をみたのが第1回であり，100珍以上のもの

が4区あり，また480毎以上のもの（9°多達成率）

を合わせて8区が得られ，これらから多収を得るため

の条件をみるといずれも水制御圃場であること，前作

にはラジノタロ－バが入っていること，追肥，増肥な

ど窒素の供給条件の良い場合で達成されていることが

わかる。ダイズの多収はまず十分な生育量の確保によ

り達成され，それらの関係は第2図に示したとおりで，

500吻段緒までははは全重と直線的関係にあり，ア＝＝

ロ・5ガの回帰直線上に分布することがわかり，このこ

とから生育量の拡大に窒素が効率的に働いている。ま

たこの図から400毎以上の収量の場合にはすべて　ア

＝0．5芳線の上側に分布している。

このことは多収のダイズは生産効率の高いことも条

件に入ってきていることがわかる。
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第1図　栽培条件と収量

2　栽培条件と収量性

第5図は水制御可能なパイプライン圃場で前作に牧

草を入れた場合の生産性をみたもので，いずれの場合

もラジノクローパ跡地で最も多収を示し，水の関係で

は第2年目では心土破砕の入ったものより，地下水位

のみ低下させた方が多収の傾向を示しており，オーチ

ヤード跡地では収量が低く，混播はその中間を示して

いる。
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第2図　千突収量と全重
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第5図　枚草跡地のダイズ収量

（パイプライン圃場）

第4図は県内の現地試験の結果であるが，いずれの

場合も密植条件で多収を示し，マルチ，人工倒伏では

多収例はみられない。マルチで低収となるのは主に早

期倒伏・人工倒伏は生育の抑制が原因と考えられる。
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第4図　栽培法と地域別収量
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5　栽培条件と生産効率

〆イズの生産効率をみる指標として粒茎比を用い，

収量との関係について検討したのが第5図である。粒

茎比はイネの籾・わら比に相当するもので，普通のダ

イズははは2であるといわれているが，生育量の増大

につれて低下し収量が停滞しているのが実状である。

そこでまず栽培法と粒茎比の変化の方向をみると密植

条件では茎重と同一方向，すなわちプラスの方向をた

どるが，マルチ，人工倒伏は茎重と直角方向をとり，

収量は停滞または減収の方向をとることがわかった。

また400幅以上の収量を示したものを基盤条件，ここ

では水の制御の可否との関連でみると第5回に示した

ように水制御圃場のダイズはほはプラスの方向を示す

ことがわかる。

第2表　収量500幅以上のダイズと収量構成要素
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第5図　基盤条件と粒茎比・収量

4　多収ダイズの収量構成

500幅以上の収量を得たダイズの収量構成要素をみ

ると第2表に示したようになり，全重はいずれの場合

も900幅以上で高く，粒茎比もほぼ2前後で低下がみ

られず，茎長が約70珊程度と比較的伸びず．むしろ

葉柄が大きい傾向を示している。また百粒重が27～

29g前後でありライデソの標準的な粒重である25㌢

よりは大粒の方向である。

最多収量の所得試算は次のとおりである。

555吻×97円×60喀＋40，000円＝71，000円

（収量）（単価）（所得率）（転作奨励金）（所得）

区　 分　　　　 要　 素 全　 重 茎　 重 子 実 重 百 粒 重 粒 茎 比 茎　 長 分 枝 数 着 素 数

1．　 P － d O ， R

吻 吻 毎 タ

2 ．0 2
c m

本 禾

9 4 8 2 8 5 5 5 5 2 ス 0 7 5．2 占．7 1 5 7

2 ． ア一 °0 ， 心 破　 R 9 5 1 2 7 1 5 1 7 2 R d 1．9 0 7 9 2 8 ．1 1 2 4

5 ． p － d D ， R ． 0 9 2 1 2 5 4 5 1 5 2 7 4 2 ．0 2 8 5 ．4 6．1 1 1 8

4 ， 中 仙 ， 密 植 9 2 2 2 5 9 5 0 d 2 鼠 0 2 ．1 0 d 1．2 8．0 1 4 5

の容易さ，収益性が問題となる。その意味においても

4　む　す　ぴ　　　　　　　　ダイズはどこにおいても容易に導入できる作物である

転換畑において導入作物の選択を行う場合には栽培　が収益性に問題があり，この点について検討した結果
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500幅以上の収量が得られることがわかり，そのた

めの技術条件として基盤改善，地力向上策が指摘され

た。転換畑において作物の定着化が促進される条件と

してイネに近い収益性が要求されるが，現段鱈（転作

奨励金）ではほぼそれに近い収益が得られるが，ダイ

ズの価格のみではまだイネに劣ることは明らかであり．

更に高位収量獲得のための技術対策が望まれる。

水田転換畑多収ダイズの生育型について

大沼　彪・岡田　幸三郎

（山形県農業試験場最上分場）

1－言　え　が　き

転換畑は土壌保水に恵まれダイズ多収に有利な条件

を備えていることは既に明らかにされている。ダイズ

は過剰水の排除及び土盛改良等により粗害要因の改善

を計ることで，多収に必要な形質が容易に確保され内

容が充実し極めて高い収量をあげることが可能である。

当場では昭和4d年度より10乙当りdOO毎の子実収

量を目標に多収実証し継続検討中であるが，過去2カ

年間いずれも目標収量が得られている。

ここに多収時における生育型について取りまとめ報

告する。

2　試　験　方　法

1　ほ場及び栽培条件

（1）土壌の埋化学性調査の概要

転換前の土壌は，グライ層を有し腐植にすこぶる富

（2）栽培方法の概要

第1表　供試条件

む火山灰土壌で，耕起はしやすいが保水力が大きく排

水は中程度なので，降雨時の停滞水が問題となる。ま

たCaO多く塩基飽和度も58～占0多と高いが置換性

Ⅹ20は7～10昭で，畑に比較して少ない。なお2層

のP205がtraCe・なので深耕の場合は問題である。

土壌のpFは大きく48～59V蕗で乾燥に対しては極

めて有利な土壌である0耕土も20m余あり深く，水

稲の収量はdOD毎を維持している。

転換後は下層は特に気相に恵まれ一般畑並みの状態

で・暗きよ及び明き上を有するため縦珍透が良く滞水

はほとんどしない。

耕起後の土壌構造（土塊構成）については転換畑第

1年目と同様2年目においても15～20m下層位で

1・0（期以上5・0‘刊までの比較的大きな土塊（40喀余）

で占められているが・これが地下排水を良好にし，下

層位の水分低下に伴う地温の上昇，及び気相率を高め

ている要因と思われる。

試験年度 ほ場条件 土　 壌　 改　 良
（転 換 初 年 目 実 施 ） 耕深及 び排水対 策 栽 培 法 の 改 善

昭 46

転 換 畑 石灰 及び燐酸質肥料に より 55 －S ア ト　ラ クター に よる 建立 （半高唾 ）シー トマルチ

初 年 目

転 換 畑

燐吸の 2．5 喀 相当量 （作土 ローータ リー耕 2 回 栽培， 5 薬時摘芯

10（叩）投 入。 1 回 目は 20 （Ⅶ耕 2 回 目は 品種，オ クシロメ，コケシジ ロ

47

塩基飽 和度 80 珍を目標 20 普通 耕 周囲に明 き ェ設定地 唾立 （半高唾 ）無 マルチ

2 年 目

（連 作）

（Ⅶ全 層混入 下 50 の花深に暗 き 上有 栽培 Ⅹ2 0 50 労増株 1 本～ 2 本

立，品種，オクシロメ， コケシジP

第2表　改良資材量

作 土 （1 0とⅦ）の
容 穣 重

1 0 のⅦ作 土量 燐 酸 吸 収 係 数 改 良 資 材 量 （七針／乙）

廃 酸 吸 収 係 数 （a 当 り） （2．5 多相 当 P2 0 5 ） よ うりん 過　 石

2．2 5 0 7 0
　　 吻
ス0 0 0 4．0 1 2 0 R 4


